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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第60期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第59期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 68,664 282,817

経常利益 (百万円) 836 3,702

四半期(当期)純利益 (百万円) 533 1,309

純資産額 (百万円) 37,007 36,505

総資産額 (百万円) 130,772 134,844

１株当たり純資産額 (円) 926.48 914.12

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 13.44 32.94

潜在株式調整後１株当たり　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
半期(当期)純利益金額

(円) － －

自己資本比率 (％) 28.2 26.9

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △484 △4,739

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △5,052 4,719

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △93 △2,537

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 8,330 13,961

従業員数 (人) 2,217 2,219

(注)１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　　３．従業員数は、就業人員数を表示しております。

　　４．連結子会社でありました㈱バイタルヘルスケアは、平成20年４月１日付で㈱リードヘルスケア（存続会社）及び

㈱ほくやくヘルスケアと合併し、持分比率が減少したことにより連結の範囲から除外しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　なお、医薬品関連事業に含めておりました㈱バイタルヘルスケア（連結子会社）は、平成20年４月１日付

で㈱リードヘルスケア（存続会社）及び㈱ほくやくヘルスケアと合併し、持分比率が減少したことにより、

関係会社に該当しなくなりました。

　この結果、平成20年６月30日現在では、当社グループは、当社、子会社15社及び関連会社５社により構成さ

れております。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、一般用医薬品の卸売りを行っていた連結子会社の㈱バイタルヘル

スケアは、平成20年４月１日付で㈱リードヘルスケア（存続会社）及び㈱ほくやくヘルスケアと合併し、当

第１四半期連結会計期間末の㈱リードヘルスケアに対する持分比率が14.9％に減少したことにより、連結

の範囲より除外しております。

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事
業の内容

議決権の所有
(又は被所有)
割合(％)

関係内容

㈱バイタルヘルスケア
宮城県
名取市

50
医薬品
関連事
業

100.0

・医薬品の卸売りを行っております。

・当社に対し医薬品を販売しております。

・当社より医薬品を仕入れております。

・当社所有の建物を賃借しております。

・当社は仕入債務の保証を行っております。

・当社は未経過リース料債務の保証を行ってお
ります。

役員の兼任等・・・・有

(注) １．「主要な事業の内容」欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

２．記載内容は、平成20年３月31日現在の内容を記載しております。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(人) 2,217〔797〕

(注) １．従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、嘱託契約の従業員を含む。）であ

り、臨時従業員数は〔　〕内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

２．臨時従業員には、パートタイマーの人員数を記載しております。　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(人) 1,382〔415〕

(注) １．従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、嘱託契約の従業員を含む。）であり、臨時従業員数

は〔　〕内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。

なお、社外から当社への出向者はおりません。

２．臨時従業員には、パートタイマーの人員数を記載しております。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

　医薬品関連事業 62,874

　　医療用医薬品 55,980

　　一般用医薬品 2,014

　　その他 4,878

　その他事業 27

合計 62,901

(注) １．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

　医薬品関連事業 68,490

　　医療用医薬品 60,512

　　一般用医薬品 2,285

　　その他 5,693

　その他事業 174

合計 68,664

(注) １．金額は、販売価格によっております。

２．主な相手先別の販売実績の総販売実績に対する割合が10％以上に該当するものはありません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日～平成20年６月30日）における日本経済は、昨年夏以

降の米国のサブプライムローン問題等に端を発した世界的な金融市場の混乱に加え、原油及び原材料の

価格高騰による諸物価上昇等により、景気の先行きが不透明な状況で推移しました。

　当連結会計年度は、中期経営計画Ｃhallenge－Ｖの２期目であり、創業60周年という節目を迎えるにあ

たり、「中期経営計画Ｃhallenge－Ｖの第２期計画を実践する」「流通改善により環境変化対応力を強

化し継続的増益体質を確立する」「マーケティングの強化による市場シェアアップを実現する」「ス

テークホルダーとの関係を強化する」を主要課題として掲げ取り組んでおります。　

　

事業の種類別のセグメントの業績は次のとおりであります。

①医薬品関連事業

医療用医薬品については、平成20年４月に平均5.2％の薬価の引き下げを含む診療報酬改定が実施さ

れましたが、生活習慣病関連薬剤の拡大などにより市場規模はわずかに前年を上回る水準で推移して

おります。当社においては、平成19年９月に厚生労働省「医療用医薬品の流通改善に関する懇談会」か

ら提示された緊急提言への的確な対応を念頭に、『Ｖ－ＳＴＥＰ』（薬局向けの契約販売システム）

の展開による実需に基づく適正数量、適正価格での販売を推進しました。その他に『ＰＯＷＥＲＳ』

（病院・診療所・薬局向け在庫管理システム）をはじめとする当社独自ツールの活用により業務効率

化の向上による取引コスト削減につとめました。一方、前連結会計年度からスタートした『Ｍeron』

（薬局からお客様へ健康情報を提供するポータルサイト）の展開に注視し、集客力向上による販売増

を目指しております。その結果、医療用医薬品の売上高は60,512百万円となりました。 

　一般用医薬品については、市場動向に注視し、医薬品販売制度の改正も見据えた得意先業態別のきめ

細かい営業活動を行いました。また、メタボリックシンドロームに着目し平成20年４月から始まった特

定健康診査・特定保健指導に対応した自社品の育成・開発にも取り組みました。しかし、当社の連結子

会社であった㈱バイタルヘルスケアが、㈱葦の会を通じて友好な関係を有する㈱リードヘルスケア

（北九州市）を存続会社として、㈱ほくやくヘルスケア（札幌市）と平成20年４月１日をもって合併

し、当社グループから外れたことにより、一般用医薬品の売上高は2,285百万円となりました。

　試薬・医療機器（医療材料を含む）については、前第１四半期連結会計期間において売上計上された

大口物件の納入が当第１四半期連結会計期間にはなかったため、医薬品関連事業のその他の売上高は

5,693百万円となりましたが、特定健康診査・特定保健指導の開始による需要増加、及びレセプトオン

ライン化やＤＰＣ導入病院の増加などによるニーズの変化に対し、試薬・医療機器担当の営業人員の

専門性強化を目的とした新しい営業体制へ移行し、営業強化を図りました。

　なお、医薬品関連事業全体の売上高は68,490百万円となり、医薬品関連事業全体の売上高が連結売上

高に占める割合は99.7％となっております。
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②その他事業 

介護事業については、通所介護事業の利用者が順調に増加し、平成20年５月から秋田、平成20年６月

から仙台にて新たな通所介護事業も開始しました。 

　介護事業以外では、保険手数料収入及び駐車場収入等もほぼ前年同期の売上高を確保しました。その

結果、その他事業の売上高は174百万円となりました。 

　なお、その他事業の売上高が連結売上高に占める割合は0.3％となっております。

　

以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、連結売上高68,664百万円、連結営業利益543百万円、

連結経常利益836百万円、連結四半期純利益533百万円となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ、5,630百万円減少して8,330百万円となりました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は484百万円となりました。これは主と

して税金等調整前四半期純利益922百万円の計上、非資金項目である減価償却費234百万円の計上、未収入

金の減少額977百万円があったものの、売上債権の増加額1,715百万円、法人税等の支払額が780百万円に

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は5,052百万円となりました。これは主

として定期預金の純増加額4,244百万円、有形固定資産の取得による支出332百万円、投資有価証券の取得

による支出393百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は93百万円となりました。これは主と

して短期借入金の純増加額150百万円があったものの、配当金の支払額238百万円によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が対処すべき課題につい

て、重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　なお、前連結会計年度に掲げた４つの課題については、当第１四半期連結会計期間において、次のように

対処しております。

　・『Ｖ－ＳＴＥＰ』の展開による実需に基づく適正数量、適正価格での販売を推進しました。

　・『Ｍeron』の展開に注視し、集客力向上による販売増を目指しております。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

医薬品卸売業界においては、ここ数年、複数の顧客による共同購入の拡大や、仕入機能の首都圏への集

中などが見られます。このような顧客の広域化や多様性、ならびに競合会社の大型化などの環境変化に対

応すべく、当社は平成17年11月にわが国の有力卸８社と共同して「㈱葦の会」を設立し、機能強化や営業

基盤の強化をはかり、顧客満足度の向上に努めております。

　また、平成19年９月に厚生労働省医政局長の私的懇談会である「医療用医薬品の流通改善に関する懇談

会」が発した「緊急提言」を当社は厳粛に受け止め、流通改善に向けてメーカーとの取引是正や顧客と

の早期妥結に取り組みながら、一方、『Ｖ－ＳＴＥＰ』の展開による実需に基づく適正数量、適正価格で

の販売を推進しております。　

　

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資金状況は、税金等調整前四半期純利益922百万円の計上、未収入金の減少額977百万円

があったものの、売上債権の増加額1,715百万円、法人税等の支払額が780百万円あったこと等により営業

活動によるキャッシュ・フローで484百万円のキャッシュを使用しております。投資活動によるキャッ

シュ・フローでは、定期預金の純増加額4,244百万円、有形固定資産の取得による支出332百万円、及び投

資有価証券の取得による支出393百万円により5,052百万円のキャッシュを使用しております。財務活動

によるキャッシュ・フローでは短期借入金の純増加額150百万円があったものの、配当金の支払による支

出238百万円等により93百万円のキャッシュを使用しております。

　これらの活動の結果、現金及び現金同等物の残高は前連結会計年度の13,961百万円から5,630百万円減

少して8,330百万円となりました。また、現金及び現金同等物以外に、流動資産に含まれる預入期間が３ヶ

月を超える定期預金8,642百万円及び固定資産に含まれる預入期間が１年を超える定期預金250百万円が

あります。

　

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

厚生労働省が目指している「医療ネットワーク」に呼応する形で、当社でもグループ企業と連携して

医療に関わる情報・流通・サービスのネットワークを構築し、その高度化を図る中期経営計画Ｃ

hallenge－Ｖを昨年よりスタートしています。来期中には地域医療と共に歩み成長する「ヘルスケア・

ネットワーク・グループ」を形成し、地域社会にとってなくてはならない企業を目指してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡

充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 41,841,53741,841,537
東京証券取引所
(市場第一部)

―

計 41,841,53741,841,537― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年６月30日 ― 41,841 ― 3,992 ― 3,131

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、実質株主が把握できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成20年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　2,104,600

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　39,703,100 397,031 ―

単元未満株式 普通株式　　　33,837 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 41,841,537 ― ―

総株主の議決権 ― 397,031 ―

(注)１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権12個）含まれてお

ります。

２．「単元未満株式」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が55株、当社保有の自己株式が88株含まれ

ております。

　

② 【自己株式等】

平成20年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
㈱バイタルネット

仙台市青葉区
大手町１番１号

2,104,600― 2,104,6005.03

計 ― 2,104,600― 2,104,6005.03

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 ６月

最高(円) 724 746 729

最低(円) 627 668 651

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,972 18,358

受取手形及び売掛金 64,210 65,183

たな卸資産 ※１
 12,379

※１
 13,004

未収入金 4,430 5,732

その他 ※２
 907

※２
 846

貸倒引当金 △143 △141

流動資産合計 98,757 102,984

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※３
 8,427

※３
 8,558

土地 11,047 11,116

その他（純額） ※３
 371

※３
 380

有形固定資産合計 19,847 20,055

無形固定資産 ※４
 847

※４
 918

投資その他の資産

その他 12,357 11,934

貸倒引当金 △1,037 △1,048

投資その他の資産合計 11,319 10,885

固定資産合計 32,014 31,859

資産合計 130,772 134,844
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 87,691 91,792

短期借入金 1,173 1,023

未払法人税等 354 810

引当金 1,173 732

その他 1,345 1,935

流動負債合計 91,738 96,295

固定負債

退職給付引当金 1,302 1,327

その他の引当金 349 348

その他 ※５
 374

※５
 367

固定負債合計 2,026 2,043

負債合計 93,765 98,338

純資産の部

株主資本

資本金 3,992 3,992

資本剰余金 3,128 3,128

利益剰余金 30,798 30,502

自己株式 △1,586 △1,586

株主資本合計 36,332 36,037

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 482 286

評価・換算差額等合計 482 286

少数株主持分 192 181

純資産合計 37,007 36,505

負債純資産合計 130,772 134,844
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(2) 【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

売上高 68,664

売上原価 62,715

売上総利益 5,948

返品調整引当金戻入額 90

返品調整引当金繰入額 86

差引売上総利益 5,952

販売費及び一般管理費 ※１
 5,408

営業利益 543

営業外収益

受取利息 22

受取配当金 49

不動産賃貸収入 21

受取事務手数料 162

その他 40

営業外収益合計 297

営業外費用

支払利息 3

その他 2

営業外費用合計 5

経常利益 836

特別利益

固定資産売却益 6

企業結合における交換利益 121

その他 15

特別利益合計 143

特別損失

固定資産売却損 26

固定資産除却損 25

その他 4

特別損失合計 56

税金等調整前四半期純利益 922

法人税等 378

少数株主利益 10

四半期純利益 533
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 922

減価償却費 234

賞与引当金の増減額（△は減少） 463

受取利息及び受取配当金 △72

受取事務手数料 △162

支払利息 3

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 0

有形固定資産除売却損益（△は益） 45

売上債権の増減額（△は増加） △1,715

たな卸資産の増減額（△は増加） △121

未収入金の増減額（△は増加） 977

仕入債務の増減額（△は減少） 241

その他 △542

小計 275

利息及び配当金の受取額 71

受取事務手数料の受取額 165

利息の支払額 △3

法人税等の支払額 △780

その他の支出 △212

営業活動によるキャッシュ・フロー △484

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △4,244

有価証券の取得による支出 △100

有価証券の売却による収入 100

有形固定資産の取得による支出 △332

有形固定資産の売却による収入 57

投資有価証券の取得による支出 △393

投資有価証券の売却による収入 16

貸付金の回収による収入 59

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の交換によ
る支出

△495

その他 280

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,052
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（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150

長期借入金の返済による支出 △4

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △238

財務活動によるキャッシュ・フロー △93

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,630

現金及び現金同等物の期首残高 13,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 8,330
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１．連結の範囲に関す

る事項の変更

(１)連結の範囲の変更

当第１四半期連結会計期間において、㈱バイタル

ヘルスケアは㈱リードヘルスケア（存続会社）及

び㈱ほくやくヘルスケアと合併し、持分比率が減少

したことにより、連結の範囲から除外しておりま

す。

(２)変更後の連結子会社の数

12社

２．会計処理基準に関

する事項の変更

(１)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

たな卸資産については、従来、主として移動平均

法による原価法によっておりましたが、当第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会

計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)

が適用されたことに伴い、主として移動平均法によ

る原価法(貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法)により算定しておりま

す。

この結果、従来の方法と比較して、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ27

百万円減少しております。

(２)リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっておりましたが、「リース取引に関する会

計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17

日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日

改正））及び「リース取引に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６

年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１

日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財

務諸表から適用することができることになったこ

とに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの

会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処

理によっております。また、所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の

方法については、リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き

続き採用しております。

　これによる当第１四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

一般債権の貸倒見積高

の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使

用して貸倒見積高を算定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

税金費用の計算 当第１四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して

おります。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

(追加情報)

有形固定資産の耐用年数の変更

　当社及び連結子会社の機械装置については、法人税法

の改正により法定耐用年数の区分が見直され法定耐用

年数が変更になったことを契機として資産の利用状況

等を見直した結果、当第１四半期連結会計期間より耐用

年数の変更を行っております。

　これによる当第１四半期連結会計期間の損益に与える

影響は軽微であります。
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【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　たな卸資産の内訳は以下のとおりであります。

商品 12,358百万円

製品 4

原材料 12

仕掛品 2

未成業務支出金 0

貯蔵品 1

計 12,379

※２　流動資産のその他には有価証券98百万円が含まれ

ております。

※１　たな卸資産の内訳は以下のとおりであります。

商品 12,983百万円

製品 3

原材料 11

仕掛品 2

未成業務支出金 1

貯蔵品 1

計 13,004

※２　流動資産のその他には有価証券100百万円が含まれ

ております。

※３　有形固定資産の減価償却累計額は、16,663百万円で

あります。

※４　無形固定資産にはのれん298百万円が含まれており
ます。

※３　有形固定資産の減価償却累計額は、16,747百万円で

あります。

※４　無形固定資産にはのれん316百万円が含まれており
ます。

※５　固定負債のその他には長期借入金32百万円及び負

ののれん33百万円が含まれております。

※５　固定負債のその他には長期借入金37百万円及び負

ののれん35百万円が含まれております。

　６　保証債務

　連結会社以外の会社及び連結子会社の社員の金

融機関からの借入及び仕入債務に対し、債務保証

を行っております。

　６　保証債務

　連結会社以外の会社及び連結子会社の社員の金

融機関からの借入に対し、債務保証を行っており

ます。

㈱井上誠昌堂従業員
6百万円

(金融機関借入金)

㈱宮城登米広域介護サービス
1

(金融機関借入金)

㈱リードヘルスケア
48

(仕入債務）

計 57

㈱井上誠昌堂従業員
11百万円

(金融機関借入金)

㈱宮城登米広域介護サービス
2

(金融機関借入金)

計 13

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

荷造費・運賃配送費 895百万円

給料・賞与・手当 2,107

賞与引当金繰入額 420

役員退職慰労引当金繰入 2

退職給付費用 254

　

　

EDINET提出書類

株式会社バイタルネット(E02754)

四半期報告書

19/25



(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年６月30日現在)

現金及び預金勘定 16,972百万円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△8,642　〃

現金及び現金同等物 8,330百万円
 

　

　

(株主資本等関係)

　

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式　　41,841千株

　

２　自己株式の種類及び株式数

普通株式　　 2,105千株

　

３　新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 238百万円 6.00円平成20年３月31日平成20年６月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会

計期間末後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める医薬品関連事業の割合が、いずれも

90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

(子会社の企業結合）

１　子会社を含む結合当事企業の名称及び事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日並びに法的

形式を含む企業結合の概要

(1) 子会社を含む結合当事企業の名称及び事業の内容

合併存続会社

　㈱リードヘルスケア　　一般用医薬品の卸売業

合併消滅会社

　㈱バイタルヘルスケア(連結子会社）　医薬品関連事業（内容：一般用医薬品の卸売業）

(2) 企業結合を行った主な理由

一般用医薬品の専門卸として経営資源の効率化と更なる専門性、地域性を実現し、一般生活者と得意

先へ高品質なサービスを提供することにより、国内における事業展開の存在意義を確立することを目

的としております。

(3) 企業結合日

平成20年４月１日

(4) 法的形式を含む企業結合の概要

㈱リードヘルスケア（存続会社）及び㈱ほくやくヘルスケアとの吸収合併方式で㈱バイタルヘルス

ケアは解散しております。

　

２　実施した会計処理の概要

本合併は、「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　最終改正平成19年11月

15日）に基づき、結合当事企業の株主に係る会計処理を行っております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 926円48銭 １株当たり純資産額 914円12銭

(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 37,007 36,505

純資産の部の合計額から控除する金額
（百万円）

192 181

（うち少数株主持分） (192) (181)

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結
会計年度末）の純資産額（百万円）

36,815 36,324

１株当たりの純資産額の算定に用いられた四
半期連結会計期間末（連結会計年度末）の普
通株式の数（千株）

39,736 39,736

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 13円44銭

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期純利益(百万円) 533

普通株主に帰属しない金額(百万円) －

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 533

普通株式の期中平均株式数(千株) 39,736
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(リース取引関係)

当第１四半期連結累計期間 
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度前の所

有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き

採用しており、かつ、当該取引残高について、企業再編

等により前連結会計年度の末日に比して著しく減少し

たリース取引に係る前連結会計年度末における未経過

リース料残高相当額は以下のとおりであります。

 
１　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも
の以外のファイナンス・リース取引

(借主側)

・未経過リース料前連結会計年度末残高相当額

１年以内 44百万円

１年超 32

　　合計 77

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２【その他】

(訴訟等)

　宮城県内における医療用医薬品販売に関し、独占禁止法第３条（不当な取引制限の禁止）の規定に

違反する行為があったとして、平成13年12月３日、当社は他の医薬品卸売業者と共に公正取引委員会

から排除勧告を受け、平成15年２月10日に課徴金納付命令を受けました。しかし、当社はこの納付命令

を不服として審判手続の開始を請求し、平成15年４月16日に審判手続が開始されましたが、平成19年

12月４日に審決が出され、196百万円の課徴金納付命令を受けました。当社はこの審決に対しまして、

その取り消しを求めて平成19年12月27日に東京高等裁判所に訴状を提出し、平成20年６月13日より裁

判が開始されました。

　なお、当該課徴金納付命令金額196百万円については、平成15年３月期に特別損失に計上しておりま

したので、当第１四半期連結会計期間の業績に与える影響はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社バイタルネット(E02754)

四半期報告書

24/25



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月５日

株式会社バイタルネット

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　橋　　本　　俊　　光　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　髙　　原　　　　　透　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社バイタルネットの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期

間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社バイタルネット及び連結子会社の平

成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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